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1 .はじめに

形容詞を2つ以上使って名詞を修飾するとき， (1)のように形容詞の順番を入れ替えるこ

とが可能である。

(1) a. a young ambitious man 

b. an ambitious young man 

(la， b)では，形容詞のyoungとambitiousの語順が違ってし、る。形容詞の言割|頃を入れ替えた

場合，意味やニュアンスが変わってくるのだろうか。

形容詞の位置には制限がないわけではない。

ο) a. agreenw初ebottle 
b. *a wine green bottle 

ο)では，名詞のbo抗leを形2読司のgreenとwmeが修飾しているがラ(2a)の語順のみ許される。

なぜ，(2b)の語順は許されないのだろうか。形容詞の位置や語)1債を決める原理があるのだろ

うか。

さらにラ形容詞の語)1債が入れ替え可能な場合でも，好まれる自然な語順と不自然と感じ

る語)1慣がある。

(3) a. asmall roundtable 

b. aroundsmαutable 

(4) a. beautifullong hair 

b. long beaut抑lhair

(3)と(4)ともにaの語順がbの語順より好まれる。なぜ，形容詞の語順には好まれるものと

好まれないものがあるのだ、ろうか。

英語と日本語を比較した場合，必ずしも形容詞の語)1頃が英語と日本語で対応しているわ

けではない。

*材高はNeyatani(2010)を{~したものである。棚高の関1皆で英語教育専修の大朝涜生の宮津優氏と周宇氏から貴
重なご意見をT郎、たこと同惑謝申し上げたし、またラ日本語rT例文の判断には信州大学教育学部の学生に協力して

もらったG 深く御礼を申し上げたい。またラ{貴州大学外国人講師であるColl悶 1Dalton氏には英語の例文の判断をし
て頂いた上に 貴重な助言も頂いたので記して感謝の意を表したい。なお，材高にまた安支されているであろう不備や

誤りは全て筆者らの責任である。最後に，材高を完成させるまでに讃命を重ねてくれた青木美帆和田{憂美，望月麻

奈美福井茂木ヲ向井宏典の各氏に心からの感謝を鯵げたい。
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(5) old ∞，10出lpots

a 古い色鮮やかなツボ

b. 色鮮やかな古いツボ

(5)の'old∞，lor創卯ぱを日本語に訳すと，英語の語順のまま訳した(5a)よりも，形容詞の

old(古い)と∞，10成J1(色鮮やかな)の順番を入れ替えた(5b)の方が自然で、ある。英語と日本語の

形容詞の詔l頃には違う原理が働いているのだろうか。

2.英語の形容詞の語順

一般の参考書でも形容詞の語順を扱っているものがあるが，ほとんどが匂祉に etal 

(1985)に基づいている。例えは江川泰一敗1991:見)の『英文法解菰改訂三腕』では形

容詞の詔!慎を以下のようにまとめている。

(6) Table 1:形容詞を重ねる場合の順序

2 3 4 5 6 7 8 
限定観 1字数 事&t¥: 性状 : 大小 : 新|日 色 材料・所属

a pretty young i French girl 
the last two old red i brick houses 
these first npe small apples 
Jim's new i gray i steel desk 

実線で仕切られている 1から3の願序は決定的で、あり，順番を入れ替えることはできない。

(ηa. the last two red叩ples [1-2-3-7] 

b. *制作twored叩ples [*起=1-7]/切りthelast r吋 apples [*主1-2-7]

つまり， 1から3の!幡は文法規則として決定されているものであるといえる。Iこれに対

して，点線で仕切られている4から8の順番は「傾向であって，場合によっては入れ替え

が可能となる。この部分が形容詞に関係してくるため，以下で詳しく見ていく。

2.1 Quirk， et al. (1985)の分析

Quirk， et al. (1985: 1340)では名詞を修飾する位置を4つに分けている。具榊句にいうと，

限定詞江〉巴岡miner)と名詞(H儲d)の間がZonelからZoneIVの4つに区分される。Zonenが

修飾部の中川切凶al)となり，基本的にはここに典型的な形容詞がくる。この Zonenの前

(pre)がZone1 (precentral)で，後ろゅは)がZoneIII (post棚田りになる。そして，名煎H剖)の

前がZoneIV (preh則)となる。これをまとめたのが，次ページの(8)のTable2になる。本節

では，それぞれのZoneの桁敷をまとめた後，(8)のTable2と形容詞の調頓との関係をみてい

く。

1限定調(De回油1er) ]且bleIのlの限定鞘加.ennineのには錦司・(偽名詞の所有格・指示代名詞・不定代名詞
(四le，叫 E咽 y，etc.)がくるが，これらの詔ま2つ以上重ねることができな¥''0そのため" rあのTomの本jを英語
にすると似)ではなく，(ib)のようになる。
(i)a.旬以Tcm'sbc:油/・Tom's血:tbc:斌
h 伽tbc:成。fTom's
ちなみにsvenαlIus(2∞8・2のにはおの言語を調査したところ，限定詞と錨司の両方が一緒に使える言語は6個だっ

たとし、う報告がある。
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(8) Table 2:修飾部の4区分

PREMODIFIERS 

。ETER幽 ZoneJ: Zone II: Zone III: ZoneIV 1mAD 
MINATlVE PRECENTRAL CENIRAL POsrCENTRAL PREHEAD 

I at¥ractions 

tounst attractlOns 

London tourist attractlOns 

African tourist attractlor.s 

our numerous I splendid African lourist attracttODS 

all this coslly social secunty 

a certa In grey church tower 

thesc crumbling grey Gothic church towers 

50百le intricate old interlocking Chinese ! designs 

all the small carved Chinesej山 |i帥

both the m匂or Danish political !p紅白es

Q)ZoneI伊恥即位'al)

この位置にはnumerousのような数量を表す語と印刷力のような強調許証回lphasizer)が現

れる。強調語の場合は叙述用法。r叫倒的がなく，限定用、活者制 bution)のみ可能となる。

。，) a aOO，仰ゆlwoman [限定用法J-The woman is 00，仰が11. 開述用法1
b. a complete fool [限定用法] 幽 *The fool isωn仰 e. [叙述用法]

。a)の形容詞00，仰ゆlは限定用法と斜£用法の両方が可能であるが， (9b)の強調語complete

は限定用法のみ可能で，叙述用法にはできないことがわかる。

@駒田E抑制)

前述したように，この位置には典型的な形容詞が入る。「典型的Jな形容調とは以下の

4つの基輸出teria)を満たしているものをし、う。2

(10) 形容詞の4つの基準

i. 限定用法がある (akrppygi・'rl)

社創造用法がある (血egirl is均p.y)

ui. VI町で修飾できる (thegirl is veηk抑~)

iv. 比較できる (the girl is happier now) 

ほとんどの形容調代10)の4つの基準を満たすため， Zone IIは形容詞が現れる中心的な位

置と考えられる。

2形容詞 (M炉刷の基準形鶴時考える上では「形舗司らしさ」とし、うものを考慮に• .A;ttる必要がある。例
えは形鶴可infin必は限定用法はあるが，唱yで修飾できな川
(i)a. Qud's榊蜘mercy [限定周期

b. *God's訂版官yお刊ηゆ倫 [veryで修制
また形続可制dlま叙述用法は可粧ThemanisφYJidof棚知)であるが，限定用法にはできなして地eφ凶四1)"つ
まり，(1めのhappyに比べ， ID削除や刷dは「形窮可らしさJ，こ欠けることになる。このように，形調常には「典型

内閣Jral)な形容詞と「形容司らしさJを部分的にもつ「周辺町田仲間1)な形容司Jがあることになる。さらに通
常，菌I問問1めの基準を満たさないが，高!間制Ilのようにv町で修飾できたり，比較級になるものもあるο
(u)a l'Jl¥V[留めy∞verys，副首t [veryで修制
b百1eS，叩即月肱出版 [比較級l

臨司にも「典型的な函館司Jと「形容司らしさjをもっf周辺的な融司JがあるといえるやfQ山氏側(1985:4034(4))" 
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③lZone皿(po舵間住31)

この位置には主に色を表す形容詞や現庇分詞や過去分詞などの分詞形が現れる。

(11) a. blue skies [色]

b. aworkiT智man/ a deserled vill喝e [分部移]

@Zone IV (pre胞の
この位置には 「最も形容詞的でなく，最も名詞的(11制 叫回iv必andmost nominal) Jな修

飾語がくる。

(l2)a 加 Ame.げ側翻mp/aGothic防御 [国籍・様珂

b. a medical dictionary / social activities [名詞派鎖denominal)の形容詞

C. 帥nist制郁tion/ωUege則 dents [名調による修飾]

(12c)の名詞による修飾語がこの位置にくることからもわかるように，ZoneIVは限りなく名

詞に近川生質の修飾語が現れる位置といえる。その語弧に，この位置に現れる(12b)のよう

な形容詞は通常，v1町で強調することもできないし，比較級としても使えない。

(13)a 悩 thosevery脚 dicalexaminations 

b. *官le回aminationsare more medi，αd血an.・-

(10)で見たように， V!町で強調できたり，上七聖餅混として使えることは形容調の特性であるた

め，それがで、きないZoneIVの修飾語は形容詞の特性を欠くといえる。

このように，Quirk， et al. (1985)の分析においては(8)のTable2の分類に基づく調頓が自然

な詔l顕であることになる((14)のIからWのローマ数字はTable2のZonelからZoneIVに

対応する)。

(14) a cer制nlm~印材戸幻ple [1 +町

b. thesam印刷'cted加∞me [1 + III] 

C. aβmnyadhat 但+町

d. anef10l抑制帥!/wave 凹+問

e. certain rich Amerぜαmprodu偲"s [I+II+問

そのため，(めのTable2の順序を逸脱すると(基本的には)不適格になる。

(15) a a green wine加Ittle (吋2a)) 但-IV]

b. *a wine green bo悦le (吋2防) [*1平岡

(16) a the白位盟主主t10.噌丑笠並novel 伊-IV]

b.旬leFi笠挫long段臨盟型tnovel [*1平U]

(15a)のgreen(Zοne III)とwine(ZοneIV)の順番を入れ替えた(15b)や"(1句)の1m，戸削減(Zone

町とZoneIVのFanch(Zone IV)の順番を入れ替えた(1ぬ)は不適格になる。

これに対して，同じZoneに属するものに関しては基本的に!頓序の入れ替えが可能とな

る。例えば ZoneII の典型的な形叡司どうしは基本的には入れ替えが可能である(以下~ (1) 

を再掲)。

(l)a a川 mgcunbiti，側 man

b. an cunbiti，側 syOUl写man

しかしながら，入れ替えが可能な形容詞に関しても，自然な詔頃と不自然な詔瞬がある。次
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節では英語の形容詞の自然な詔頓を決める要因について考察していく。

2.2 英語の形容調の語順に関わる要因

Quirl<， et al. (1985: 1339)は形容詞の自然な謂頓の「傾向」として，以下の2点を挙げてい

る。

①大きさ(size)・長さ(len例)・高さ制酬を表す形容詞が通常先にくる(以下，(3)を再掲)。

(3) a asmall roundtable 

b. a round 8111all table 

(3)においてはテーブルの大きさや悶)を表す8111al/がテーブルの形を表すroundより先にき

ている(3a)の方治判3b)より自然な語順となる。同様に， (17a)の方が(l7b)より自然な詞頓であ

る。

(1ηa a tall angry man 

b. an angry tall man 

(17;ゅでは背の高さ(height)を表すω，11がangryより先にきているため，(17b)より自然な調頓と

なる。

②感情的(emotive)・評価内e四I叫 ive)・主緋1(叫j釧.ve)な形容詞が通常先にくる(以下，

(4)を再掲)。

(4)a be，仰ゆliol型?hair

b. longbe，仰がtl愉

(4)においては 「美しいJという主雛包評価的な意味を表す抑制ifulが長さ(le略的を表

すlongより先にきている(4a)の方カミ(4b)より自然な謂顧となる。

これらのことを踏まえ，Quirl<， et al. (1985・1341)は形容詞の自然な調l頃を決める lつの原

則(principle)として，主観/客観の対立(su可制ive/o持制i.vepo凶 ty)を挙げている。具備守に

いうと，主観的な意味を表す形続司よりも客観的な意味を表す形容詞の方が名詞の近くに

置かれる傾向にある。

(18) 形容詞の翻頓に欝する原則

[形容詞1 ・.... 形容詞n]名詞

主観的 ω 客観的

ここでいう「客観的な形容詞Jとは視覚的に観擦可能証明a11yob即時le)で客観的に認識可

読まO蜘 tivelyreco.伊国hle)な形容詞のことであり， i主雛包な形容詞Jとは観察者の判断の

ような主働句にのみ接近可能蜘hj倒 ively郎関ssible)な形容詞のことをいう。

(19) a the two typicaJ large∞untryhou掛
b. the two large typicaJ∞凶町hou鉛S

(18)の原郎から， (19a)の方が(19b)よりも自然な言割頓であることが捉えられる。なぜなら，

(19a)では 「典型的なj という主緋句な判断を表すり1picaJよりも「大きいJという視覚的

に観察可官民=客観的に認識可能)な加p が名詞(似別町 houses)の近くに置かれているから
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である(この点に関しては畠山(織(2011)の第3章も参照)03 

安藤貞都民2∞5)の『現代英文法講義』でもQu比， et al. (1985)と同じような分析がなされ，
英語の形容詞の翻頃が以下のようにまとめられている依頼2∞5:481))。
(20) 

h

u
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t
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門
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伽
加
伽

Table 3:英語の形容詞の詔頂

both I alll half 

限定詞

序数詞

基数詞

a. 

b. 

c. 

d. 

d
一

時

晴

間

同

州

側

)

則

削

恥

card 

tables 
(動)名詞

主要語

ffi. 

仰のTable3 の e から i が形容調の語I~震を表している。上述したように，Qt此 etal. (1985) 

では大きさを表す形容詞や評価的な意味を表す形容詞が先に現れるとしている仰)および

(4)参照)。同様に，(20)のTable3でも阜の「音刊面Jや大きさ(size)等を表すfの「寸法Jに関

する形容詞が他の形容詞よりも先に現れるとしている。さらに，側の袖le3にあるように，

特殊な意味を表すものほど名調の近くに置かれ，意味が一般的になるにつれて名詞から離

れていくことが示されている。ここで，(20)の「特榊包Jなものとは視覚的に観察可能実:visually

油断vable)で客観的に認識可吉区o切削ivelyr，悶伊包め，le)な形容詞に対応し， r一般的Jなもの

備にeの「制面J)は主観的にのみ接近可能(叫ectivelyaccessible)な形鶴可に対応している

ため，(20)のTめle3のeからlの形容調の語11頃も(18)の原則に従うものであるといえる。

n. 

3. 日英語の形容詞の語順の比較

高校生向けのグラマーの耕ヰ書で、ある町凶∞mGrammar -Based English Compos住ionllC.1I

(文英生198吟)には例文とともに，英語の形容詞の調!慎の説明がされている。。1) 百leyゐ阻dn四ÐJoldcol(フポ~l伊臼 inthe 切ve.

層系証一1戸唾空Eh竺埜:用軽自i被数の形務純の請願

小瓶2∞1)1え英語で成21)以外の形容調の調頓が容認されないことを指摘している。

3形舗司と主謝全形容詞i主主調性によって，現れる構文が具なってくる。。a.lt is dangerousωswim嗣 uss枇 nvoc.
b刀leri明 isdal智eroωtoswim間関S
。では形観司dang悶 usが使われているが，用し、られている構文が異なってし、る。 (ia)は「そのJ11を泳ぎ渡るj行為が
危蝋却明細)であることを客貌的事実として述べている。この場合出府側はlt.伽tの構文で使われる。一方，(ib) 

は「そのJIIJは粗食であり，泳ぎ渡るような無謀なことはやめた方がいいとし、った話者の忠告を表す。つまり，ゆ)
の伽伊国Sはき苦者の主識的判断を表している。この場合，也事障問lSはわ不定詞をともなったt四酔構文明吏われる。

このように主観性は形鶴可の締輸出こ影響を与えるのである(ル宇:(2011)参冊。
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(22)a n明 Io/d coloiful pots (吋21))

b. *o/dn四ぴω旬か1pots

c切わゆ'1o/d many po隠

これに対して，英語では許されない(22)の調頓が(不自然さの度合いはあるにしても)日本語

では許される。。3)a たくさんの古い色鮮やかなっぼ ((22a)に対応)
b. 古いたくさんの色鮮やかなっぽ ((22b)に対応)

c. 色鮮やかな古いたくさんのつぼ ((22のに対局

そのため，小脳2∞1:55)では英語の調頓はきわめて固定的で，文法により強制的に支配さ
れているのに対して，日本語の調頓はきわめて自由であると述べている。しかし，(22b，c)が

容認されないのは数量調manyの位置による。2.l節で見たように，Ql剖らetal. (1985)では

many はZoneIに属するもので、あり，謂l慣が基材句には固定されている((8)のTable2参照)。

『英文法解散改訂三助』でも，manyのような数量詞は冠詞のような限定詞とともに順番

の入れ替えができない要素として扱われている((1めのTable1参照Lつまり， ο2b，c)が容認

されないのは数量詞m加 yが形容詞のoldや∞，lorfulより後に現れているからである。事

実，ネイティブに判断してもらったところ，(22防と(22c)において数量調manyがない場合は

両方の詞願が許される。

ο4) a. o/d co/a抑l伊ts (cfο2防)

b. co~句かlo/dpo臼 (cf (22c)) 

本節では日本語の形続可の詔頓に関する分析をもとに，日本語と英語の形容詞の語傾

を比較する。

3.1 主観性

『日本語文法ハンドブック~ (松岡(監修X2側》でも，英語の形舗可はおおよそ主緋怜

判断から規模・色彩・新旧・所属・材料という意味の順で調頓が決まっていると書かれて

いる(cf(20))0 

(25) aru閃 largewhite old ltalian wi∞伽1励 le

これに対して，日本語ではこのような詔頓に対する制限は緩やかであるが，次のような順

に並ぶ傾向があるとされている(W 日本語文法ハンドブ、ツク~ : p. 375)0 4 

4劇郁容詞 日本語の形続可には属性形容詞と感情形容詞があるが，感情形容詞は人物的点で英語と大きな違い

を見せる。

(i)aわたしは悲しい

b.*彼は悲しし、

日本語の感情形容詞の場合，主語になれるのは，感情を抱く話し手(疑問文の場合は開き有のみである。そのため，

(111)の1人称の「わたし」は感情形錦司「悲しいjの主務になれる杭(ib)の3人材の f彼j出脅情形容詞の主語には

なれ郎、もし，第三者が樹青形舗司の主語になる場合は織態を表す「そうだj等を付ける必要がある(炉g:彼は
悲しそうた)。これに対して，英語の場合は第三者刺繍を表す形容司の主語になれる。。i)出お鍛曲1&11削減lheissadat畑氏 (cf.(1b)) 。i)にあるように，英絡では3人称のheが感情を表す形舗可制の主調こなれることがわかる。日本叡コ「悲ししリ
と英語の制ほ性質が異なるのである(f日本詩文才去ハンドブック~ : pp.372-374参照L
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。6) Table 4: 日本語の万須F詞の謂頓

粉々な

し、ろいろな t 

おびただしし、 iすIJらしい

(多くの) I ~Rな

前節で見たように英語の形容詞の場合も主観的な意味を表すものが先にくることからう

(18)の英語の形容吉司の語順に関する原則は日本語にも当てはまるィるといえる。よってラ 形容詞の3割頃に関して以下の制約が成り立つ。

ο7) 日英語ともに，主観的な意味を表す形容詞は先に現れる傾向にある。

3.2 本質的特性

2.1節で見たように，名詞の前には「最も形芝詰司的でなく，最も名詞的(leastadjectival and 

most nominal)Jな修飾語がくる((8)の匂ble2のZone1¥ヴ。これを言い換えれば，名詞の本質

に関係が深いものほど名詞の近くに置かれる傾向があるといえる(小池(2001:54)参照)。

(28) these two be倒 'tI，かi rωmd brown oak tables. 
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「名詞の本質に関係が深しリというのは，名詞との結びつきが強いということになる(cf

ο0)のTable3)0 (28)ではラ oaktablesが「オーク製の本川二木の机，)J とし、う意味を表し， 1つ

の名詞句を形成しているといえる。このように，名詞との結びつきが強し、修査偏苦と名前jの

聞には，何も要素が介在できない。

ο9) a. valuαble Chinωεteapots 

b. ??Chinese vαluable teapots 

ο9)の対比にあるように，Chinese teapoおは「中国製の急須」としづ意味を表し， 1つの名詞

句を形成している。そのため， Chineseとteapotsとの結びつきは強いため， ρ9b)のように形

容詞valuableが間に入ることができない。 5

同じことがう日本語にも当てはまる(山田(1995:404))。

(30) a. 大きい兄ちゃん(I長兄」の意味で)

b. 大きい頼れる兄ちゃん

(30a)では形容詞「大きしリが名詞「兄ちゃん」と一緒に使われラ 「一番上の兄(長兄)Jの意

味を表している。この場合ラ形容詞「大きし、j と名詞「兄ちゃんjの結びつきが強く，開に

5後置修飾との違い前置言酢]を使って(29)に対応する句をつくると以下のようになる。
(i) a teapots from China of∞nsiderable value (ο9幻に対応)
b. teapots of∞nsiderable valuc from China (仰b)に対闘
(i)では前置詞句fromChinaとofωnsidcrablevalueがそれぞれ-(29)の形話可Chineseとvaluableに対応している。 (i)
にあるようにラ後置修飾の場合は前置詞匂fromChinaとofconsiderable valueの入れ替えが可能なことから必9)の形容
詞による前置修宣布と(i)の前置詞句lこよる後置修飾では性質が異なる可能性があるとし、える(cf畠山ρOI2))c
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何も介在できない。その証拠に，(30b)のように両者の聞に形容詞「頼れるJが入ると， r大

きい兄ちゃんjは長兄という意味にはならなし九さらに，次の例を見てみよう。

(31)a 美しい青い海

b 青い美ししサ毎

山田(1995)が指摘しているように， (31ゅは「青い海Jが1つの名詞句を形成し，それを形容

調「美しいJが修飾している。つまり， r青い海が美しいj という意味を表している。こ

の場合，形容詞「青いj と名調「梅Jの結びつきが強いことになる。その証拠に，(31b)のよ

うに両者の聞に形容詞「美しいJが入った場合， 「青いjと「美しいJが並列的に[海j

を修飾し， r青く，そして美しい海Jという意味になる。 6以上のことから，日本語におい

ても，名詞の本質的な特性を表す修飾語は名詞の近くにくるといえる。よって，形容詞の語

順に関して以下の制約が成り立つ。。2) 日英語ともに，名前の本部守な特性を表す形容詞は名詞の近くにくる。
3.3 強調

冒頭でふれたように，(1)は両方とも適格である(以下，(1)を再掲)。

(1) a ayoung ambitious man 

b. anambiti，仰 'SyOl何 man

『実例英文法』では人柄キ精神状態を示す形容調はy∞~old の前後どちらにきてもいい

としている。そのため，(1)では精神状態を表すambitious(野心的な)がyour穆の前後どちらに

きても適格となっている。しかし， (la)と(lb)では強調という点で違いがある。具体的にい

うと，(la)の方が(lb)よりもy即時が強調されている。したがって，年齢の若さを強調したい

ときは (la)の方がよいことになる(W実例英却材:p. 34)。このことは英語では形容詞が

複数用いられた場合，前に置かれた形容調が強調されることを示している。

同じことが，日本語にも当てはまる。もう一度，(23a)とο3b)の対比を見てみよう。

(23)a たくさんの古いを論争やかなつぽ

b. 古いたくさんの色鮮やかなっぼ

小断2∞1:55)では(23a)は「たくさんJあることを強調した表現であり，(23b)は「古いjも

のであることを強調した表現であることが指摘されている。つまり，日本語でも形樹齢

複数用いられた場合，前に置かれた形舗司が強調されるといえる。 7 よって，形鶴司の語順

6イディオム性英翻こおし、ても，イデ、イオム性が強し、場合は形続可と名詞の聞に他の要素が入ることができなし、

例えI:f，WiId ri閣はお米の種類の1つである「ワイルドライスJを表す士め，形容詞WiIdと名詞nceの組み合わせが
1つの語と捉えられる(=イディオム性が強し弘この場合， wildとnceの間には他の要素が介在できなしLもし，他

の要素が介在した場合はイディオム的な解釈がなくなる(Sven倒 us(2∞8:36))。。wildT.伽防備nrice 宇宙剛焔valedrice fr畑地醐岨)
①のようにWiIdとnωの関にMinneso凶が入った場合は「ワイルドライスj品、うお米の品種を表すことはできず，

「手入れされていなして'=wi!のお米Jとし、う意味になる。

7安くておいしいm おいしくて安い信州大学の学生31名に調査したところ，約9割の学生町ia)の剖買の加2

~抑制真よりも自然であると湘j断した(内訳:似)が白熱28 名)/両方とも自然。名)込
(i)a安くておいしし、庖

hおいしくて安い庖
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に関して以下の制約が成り立つ。

(33) 日英語ともに，前に置かれた形容詞が強調される。

3.4 語の複雑さ

小脳2∞1)でも指摘されているように，日本語の修制糟造においては複雑な表現が単
純な表現の前にくるという一般原則がある(以下.，(5)を再掲)。

(5) old∞10出lpots
a 古いを捕手やかなツボ [短い(古い)+長い(色鮮やかな)]

b. 色鮮やかな古いツボ [長川色南半やかな)+短して古い)]

(5)の'oldcolorぬ1pots'を日本語に訳すると，英語の語順のまま訳した(5a)よりも，形容詞の

old(古Lヲと∞10巾.l(宮崎平やかな)のIi慎番を入れ替えた(5b)の方が自然で、ある。これは í~手

やかなjの方が「古し、Jよりも語として長いや複雑である)ので，前に置かれる方が自然に

なるためである。このことiえ次の対比からより明らかとなる。

(34)a 小さい雪のように白い石 (cf. 小さい白い石)

b 雪のように白い小さい石 (cf. 白い小さい石)

個人差はあるにしても， 「小さい白い石jも「白い小さい石Jもともに自然な調頓である。

しかし，形容詞の「白いjを「雪のように白い」というように複雑にした場合，筆者らには

(34a)よりもο4b)の方がきわめて自然な調慣であると感じられる。このことは日本語の修

飾構造においては複雑な表現が単純な表現の前にくるという一般原則が働いていること

を示している。

一方，英語の場合はこの原則が当てはまらないといえる。 (5)のold∞，Iorful potsが自然な

語順であることからもわかるように，英語では oldよりも語として長い(=複雑で、あ

る)∞，10刷が前に置かれる方が自然であるということはない。2節で見たように，色に関す

る形容詞は後ろに置かれるため，∞lorful(色鮮やかな)がoldよりも後ろに置かれている(5)は

自然な調頓となる伊)のTable2およて)¥2仰のTable3参照L逆に，英語では短し、形容調が先
にくる傾向にあることが指摘されている。

(35) a a飢llhand.捌neStI必悠底

b. ab恕importantproblem 

E四ぽ胤ofM.α伽 EnglishGr(側側・。nai，et a1. (1995:均)では姐やbigのような大きさ
(size)を表す形容詞と handωmeやimportantのような性質(charact側 ic)を表す形容言司は入れ

替えが可能で，その場合， (35)のように短い形容詞(叫~ big)の方が先にくる傾向にあるとし

また(ia)と(ib)の関に意味やニュアンス等の違いを感じる学生が 16名し、た。その中で，強調されているものが違うと

4事えた学生が9名いた。その内，7名が(ia)では「拠、Jことが強調されていて，(iめでは「おいしし、jことが強調され
ていると答えた。これは(33)の制約が適用されていることを示している。しかし，2名の学生が逆のパターン((1白)では

fおいしいjことが強調され，(ib)では「安いjことが強調を答えたことから，(33)の制約には個人差がある可能性も

考慮に入れる必要がある(4節参a鴨。なお， (1Il)が自然であると答えた学生の内，その理由はわからないとした学生が

15名いた。つまり r直感jで〈温)の方が自然であると判断していることになる。また，(1Il)の方が自然な理由につい
ては親から教わる可能性はほとんど考えられないし，学校の国語の時間でも教えていない。つまり，学習していな

くても fわかるjのである。形観司の翻領の慨月比母語の f言語直感jの解明にもつながるおもしろし、テーマだ

といえる。
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ている08よって，語の複雑さ(長さ)と形容詞の詔頓に関して，以下の制約が成り立つ。

(36) 語の複雑さと形舗司の調頓

(り英語 : [短いー長い]名詞

仰日本語:[長いー短い]名詞

3.5 因果関係

日本語と英語の形容詞の語jl闘え因果関係に関して面白い対比を見せる。もう一度， 2.2

節の(19)の対比を見てみよう。

(19)a. thetwo卯'icallarge∞四町ho国es

b. 恥阿0加getypical∞田町加国es

2.2節では(19a)の方内19b)よりも自然な詞l顕であるのは客観的な意味を表す形容詞加酔

の方が主雛句な意味を表す形容言司typi四lよりも名詞の近くに置かれているためであること

をみた((18)参照)0Quirlらetal.(1985: 1341)では上の対比を因果関係の観点から捉えている。

(19)では形容詞の加geとtypi，叫が使われているが，大きい(larちのことが典型的(typical)な田

舎の家であるという判断につながる。つまり，形容調凶geが条的原因)で:形容詞 typi伺I

が結果を表す。このような場合，英語では結果を表すものが先にきて，原因を表すものが後

にくる。そのため， (l9a)の方が(19b)よりも自然な調1慎であることになる。次の対比も同じ

観点から捉えられる。。副らetal.は(37a)の方が(37b)よりも自然な調頓であるとしている。

(3乃a long straight hair 

b. stnω'ghtltω19hair 。7)では形容詞の longと蜘酬が使われているが，ストレート(蜘ight)であることが髪が
長して10噌)ことの条件であるといえる。つまり，形容詞蜘酬が条例原因)で，形容詞10喝

が結果を表す。よって，結果を表す longが先にきて，原因を表す鈎ヨightが後にきている

(37a)の方がO苅)よりも自然な詔|頂となる。

次に，日本語の例を見てみよう。日本語では同じ属性を表す形容調が2つ以上連なる場

合には名詞に近い形続可以外は r，..，_，くてJという形をとることができる。。8) {小さい/小さiエ}かわいい女の子。8)にあるように，名詞「女の子Jの近くにある形容詞「カわいいJの前では 「小さいJ
と「小さくてJの両方の形が可能である。しかし，(i)正反対のことをいう場合とゆ原因と結

果の関係にある場合は r，..，_，くてjの形が自然である(W 日本語文法ハンドブ、ック~:p. 375)0 
(39)a 韓国にとって{近くて/*近い}遠い国である日本 [正反対のことl

b. {暖かくて/?暖かい)心地よい部屋 [原因と結果l

ここで注目すべきは，結果と原因を表す(39b)の例である。この場合， r暖かいから心地よ
いjという意味を表しているため，原因を表す形容調(r暖かくてJ)が先にきて，結果を表

8勘lODlinaIと諮の長さ 指駒A釦dBの形(Bin加盟凶)におし、ても，前の誇が後ろの諮より齢、加1自然である。。macandch聞 e(=ma叩抽出d眠潟)
(i)Iまma閣畑出d宙開'を表している杭前の語カ1後ろの語より齢、支部自然であるため，(りではm師団2の短縮形

であるmacが使われている但enorandLevy(2α灼参馬。。。の(i)は英語において一樹笠の高い制約と考えられる。
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す形鶴司(r心地よいJ)が後にきていることになる。同様に， r人が多くて暑苦しい部屋J
というのも「人が多いから暑苦しいJという意味になるため，原因を表す形容積「人が多

くてけが先にきて，結果を表す形容詞(r暑苦しいけが後にきている。つまり，日本語では
原因を表すものが先にきて，結果を表すものが後にくることがわかる。 9

以上のことから，形容詞の諦i頃に関して以下の制約が成り立つ。

(40) 因果関係を表す形続司の語順

。)英語 : [結果ー原因]名詞

紛日本語: [原因ー結果]名詞

4. まとめ

3節で見た制約を列挙してみよう。

①主観性制約

日英語ともに，主勝守な意味を表す形容詞は先に現れる傾向にある。(吋2η)

②本節句特性制約

日英語ともに，名調の本質的な特性を表す形容詞は名詞の近くにくる。(ベ32))

③強調制約

日英語ともに，前に置かれた形容詞が強調される。(吋33))

④語の複雑さ制約

。英語 : [短いー長い]名詞

(地日本語: [長いー短い]名調 (吋36))

⑤因果関係制約

。英語 : [結果ー原因]名詞

(ii)日本語: [原因ー結果]名調 何40))

ここで問題となるのが，⑬ミら信抑制約の整合性である。

(41) a the two typicallarge∞m町 hou蜘 (吋目的)

b. abígí~戸地1J11problem (吋35b))

まず;(41砂の場合，主脚句な意味を表す形容詞typi，叫が先にきているため，(iを満たしてい

るο2節参照Lさらに大きい伽ちのことが典型内切i伺1)な田舎の家で、あるという判断につ

9 日本語の形容詞句の構造 「いj形で終わる普通の形容詞と「くてj形で終わる形容詞でI:l:，構造が違うという
指摘もある(山田(199め参略。

。l)a[美しい[青い朔) (ベ31め)
b.[美しく青門[湖

(ia)1土f青い海Jという事物に対して r美しいJと修飾している(3.2節参冊。これに対して r美しくjという「く
てj形が使われている(ib)は「美しし、Jと「青lt'Jが-p新号な属性として「海Jを並列的に修飾している。このよう
に，形容詞治主複数7使われている場合，その内部構造も考慮する必要がある。また，日本語の場合，名詞を修飾する形

力主複数ある点にも注意が必要である。

(u) 大きい本開観司/きれいな本陣容畷繭/病気の本 I連体調
さらに日本語と英語では形鶴司に関して「す抗Jがあることにも注意が必要である。

(血)ゆ[形貌司一郎、[形観司/剛骨[顧問一高く陣容詞

(Jii)にあるように英語ではM妙。杉容詞と岬曲y頃l駒では品詞が異なる。しかし，日本書研場合 r高いJもf高くj
もともに形容詞である(r高くJは形容詞 f高いjの連用勅。
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ながるため，形容詞加geが条件(原因)で，形容調typi伺lが結果を表す。よって，原因を表す

large が名詞の近くにきているため，~応満たしている(3.5節参照)0 (41a)の場合，凶geも

typi伺lも語の複雑さ(長さ)はほぼ同じであるため，語の複雑さに関する⑨土関係してこない

と考えられる。そうすると，(41a)は詔噴決定に関連する制約((1主⑤をすべて満たしているた

め，整合性があるといえる(②と③の制約が(41ゅの謂慎決定に関連してくるかははっきりし

ないため，ここでは取り上げないL

次に， (41b)を見てみよう。 (41b)の場合，語の長さが短い bigが語の長さが長い important

よりも前にきているため，告を満たしている(3.4節参照)。しかし.(4lb)ではbigよりも主観的な

意味を表すimpo巾 ntが後にきているため，(1を満たしていない。それにもかかわらず， (41b)は

自然な語順である。つまり，調頓決定に関する制約聞の整合性がとれていなくても，調頓として

適格になる場合があることになる。この事実を捉えるには，制約には優知慎位むpriority)があると

考える必要がある。そうすると， (4lb)では也知語の複雑さ制約が;Q)iつ主観性制約より優先されて

いるため適格になると考えられる。さらに，次の対比を見てみよう。

(42)a 安くてメニューが豊富な庖 [総べ安くて)+長してメニューが豊富な)]

b. メニューが豊富で安い庖 [長い(メニューが豊富で)+短い(安しヲ]

@知制約からすると，語の長さが長い「メニューが豊富でjが語の長さが短い「安いjより

も先にきている(42b)の方が(42a)よりも自然であることになる。しかし，小脳2∞1:均は
(42a)も極めて自然な調頓であるとしている。その理由として，大抵の場合，まず，安し、か高

いかを考えてから，次に，おいしいかどうかという味のことを考えるからであるとしてい

る。そのため，そのAAに合った(42a)が自然な語順となる。小池はこれを「心理的な)駒亨

の反映jとしているが，安いことをまず考えるということは安さが重要である(=強調され

ている)ことになるため，③の強調制約が優先されているといえる。つまり， (42a)が自然な

調頓であると感じる人は③の強調制約を優先している。 一方， (42b)が自然であると感じる

人は告知語の複雑さ制約を優先している。このように，どの制約が優先されるかが個人差や

言語間の差につながると考えられる。

以上のことから，満たすべき制約を満たしていればいるほど自然な調頓になるが，制約

には優抱頓位があると結論できる。そうすると，どの場合に，どの制約が擾先されるのかと

いう新たな問題を解明する必要が出てくる(このような方向性の研究には最適性理論

(匂timal百1叩 ry)がある(鈴村編X2α粉参照))。それと同時に，複数の制約をより普遍的な原

則に還元できる可能性も追求する必要がある。例えは2節で見たように，大きさ(size)を表

す形容詞は飯∞，lor)を表す形容詞よりも前にくるという制約がある。 10

(43) small blackpurse (間〉∞lor)

10類型献JYpoI噌)から見る形容詞の語版大きさ(s由)を表す形額脚色加，lor)を表す形容認よりも前にくるとし、
う市臓は英語や中国語のように形容聯必ず限定詞の後にこなければならない蓄積例:健闘 redaw1e I *red制
app矧噛用され，日本語のように限定詞と形容笥の謂l慎が定まっていなし、言祭実例:あの杢ヒリンゴ/差どあのリ

ン吟には適用されないという報告がある(岸本・菊池府間:99))。事実筆者らには(Ill，b)ともに自然な制買であると

感じられる。

(l)a大きな赤いリンゴ (size>col<r) 

b赤い大きなリンゴやolor>size)

なぜ，笥醐でこのような違いが生じるの例え興味深いテーマである。
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この制約はう名詞的性質をもつものほど名詞の近くにくるというラより ー般的な原則から

捉えられる(Esse.則的ofModern English Grammar: p. 92)。

(44) more adjectival ←→ more削 ninal

Genuine Verh. Noun- Head 
Adjective relaled relatcd 

large dcveloping Asian counlη 
old worn←out cot(on shirts 

(44)にあるように，形容詞性が強し、developingのような分詞は形容詞の近くに現れ，名詞が

形容詞的に使われている(=名詞性が強し、)co抗onのようなものは名詞の近くに現れる。この

原則的当相当Fな形容詞の詞l頃にも当てはまる。 smallのような大きさを表す形容詞は最も基本

的な形容詞の特性(2.1節の(10)参照)を示すのに対してラ blackのような色を表す形容詞は名

詞としても使えるため，名詞性が強して例:Black and white are opposites.)。このように，大き

さを表す形容詞が色を表す形容詞よりも前にくるとし、う制約は，名詞的d性質をもつものほ

ど名調の近くにくるという一般的な原則に還元できる。

今後の研究では，制約の優先順位と普遍的な原則の追求という 2つの観点から，形容詞

の語Ii頃を考えていくことが重要となる。
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